
ロシア文学を読む 
2023年 9月 19 日（火）～ 14：00-15：30 

講師： 安岡 治子 東京大学名誉教授 

 

ドストエフスキーやトルストイなど日本の作家にも多くの影響を与えてきたロシア文学

を 1度は手に取りながら、長くて複雑な内容に読了を諦めた方も多いと思います。 

この度、ロシア語・ロシア文化・文学研究者として東京大学教授を務めていらした安岡治子

先生に長編だけではなく短編も含めてロシア文学をじっくりと味わう講座を企画致しまし

た。19 世紀のみならず 20 世紀の作家も取り上げる予定です。課題図書は(2)を除き入手困

難のようですので事前にコピーをお渡しします。 

 

（1）9月 19 日、（2）10月 17日、（3）11月 21 日、（4）12月 19 日 

火曜日  14：00-15：30 

 

事前のお申込みは電話又は、ホームページからお願い致します。受講日を選択してください。 

□9月 19日  □10月 17日  □11月 21日  □12月 19日  受講料：一回\1,000 学生無料 

オンライン受講を希望される方は真生会館ホームページからのお申し込みとなっています。 

真生会館 HP：https://www.catholic-shinseikaikan.or.jp 見逃し配信あり 

公益財団法人  真生会館 

〒160-0016 東京都新宿区信濃町 33-4 

TEL：03-3351-7121 FAX:03-3358-9700 

URL：https://www.catholic-shinseikaikan.or.jp/ 

E-MAIL：class@catholic-shinseikaikan.or.jp 

ふりがな： 

お名前： 

住所： 

 

TEL: 

E-mail* 

1. ワレンチン・ラスプーチン「生きよ、そして記憶せよ」 

（本文より抜粋箇所をコピー事前配布） 

2. エヴゲーニー・ザミャーチン「われら」（岩波文庫、光文社古典新約文庫入手可） 

3. イワン・ゴンチャロフ「オブローモフの夢」（コピー事前配布） 

4. レフ・トルストイ「二人のお爺さん」「三つの死」（コピー事前配布） 


